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2019年度 「スマートモビリティチャレンジ」の支援対象地域・事業

「AI便乗」が導入された実験事例

※ AI運行バス
（ 株 式 会 社
NTTドコモ）
の導入を含む

出典：スマートモビリティチャレンジHP https://www.mobilitychallenge.go.jp/introduction



Smart Access Vehicle Service (SAVS)

AIによるリアルタイムな配車計算を行うサービス

 例えば，タクシーのDoor to Doorのオンデマンド配車とバスの乗合運行を掛け合わせ

たモビリティサービス（MicroTransit）を提供可能

 都市全体の車両を完全自動配車・制御することで，限られた車両数でも効率的に交通

需要を処理可能

 物流や送迎など，サービス連携することで，移動コストの削減可能
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システムの概要

SAVドライバ用アプリ

SAV乗客用アプリ

① 乗車要求を送信

② 配車決定

③ 乗客の送迎

SAVSクラウド

 AI (完全自動)

 オンデマンド

 リアルタイム

乗合配車サービス



Smart Access Vehicle Service (SAVS)
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AI便乗 ：オンデマンド・リアルタイム乗合い配車

1. 乗車要求に即してSAVS車両が配車

2. 配車されたSAV車両が走行中に別の乗車要求が発生

3. 走行距離や乗客の予想待ち時間を考慮し、最適な乗合い配車をリアル
タイムに決定

1. 乗車要求に対しSAVが走行 2. 異なる乗車要求が発生 3. リアルタイムにルート再計算

 いわゆる相乗りタクシー（事前に利用者をマッチングして経路（運賃）を
確定させる方式）よりも柔軟性と効率性が高い

 数台ではなく，数百台規模の配車を想定したシステム



Smart Access Vehicle Service (SAVS)
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研究の背景（産総研〜公立はこだて未来大学～未来シェア）

 2001年：産業技術総合研究所にてデマンドバス配車シミュレーション研究に着手，
その後公立はこだて未来大学にて研究を継続

 2011年：NPO法人「スマートシティはこだて」発足

 2012年：JST RISTEX研究プロジェクト開始

 2015年：函館市内にて，4日間・30台・300人以上の乗客の送迎を成功

 2016年：公立はこだて未来大学発ベンチャー 株式会社未来シェアの設立

マルチエージェント
シミュレーション
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都市レベルの全体最適交通・移動とサービスの連携

歩合制によるドライバー間の競争

計画に沿った運行、送迎

各車両協力による全体的な利益向上

SAVSと各種サービスとのクラウド連携

勘
経験

サービス連携・共創に適したSAVS

旅行代理店
（観光ツアー）

医療・介護
（通院）

教育・スクール
（送迎）

スケジュール

AI・データ

路線バス 物流送迎

Aタクシー Bタクシー

自家用

現在の都市交通・物流 全体最適 運行制御（スマートシティ）



施設送迎サービスを高度化した

MaaS（商業，病院・福祉施設，工場など）
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サービス連携したモビリティサービスの社会実装

今後の方針

：前日までの施設送迎計画
：当日オンデマンド送迎

行政・交通事業者などと連携した

MaaS（居住者向け，観光者向けなど）

固定路線

＋ Door to Door オンデマンド

（出発/到着時刻指定機能）

：固定路線 ：オンデマンド

 シミュレーション（戦略検討）⇔利用者反応把握⇔サービス改善のアジャイルアプローチ

 利用者意図（インテンション）に応じて多様な選択肢からサービス推薦・提供

 自家用車に過度に依存しない生活環境構築への貢献


